
 

2026 年 7 月 29 日 

高松琴平電気鉄道株式会社 

 

旅客営業規則改定のお知らせ 

 

高松琴平電気鉄道株式会社(本社: 香川県高松市)では、下記のとおり、旅客 

営業規則を改定しますので、お知らせいたします。 

 

記 

 

1. 施行日 

2026 年 8 月 1 日(土) 

 

２ 改定内容 

新旧対照表(次葉以降を参照)のとおり 

 

以 上



高松琴平電気鉄道株式会社「旅客営業規則」の一部改定 

 

改 定 現 行 

(前 略) 

 (無料手回り品) 

第 130 条 旅客は、第 131 条に規定する以外の携帯できる物品であって、運輸上の支障

を生ずるおそれが無いと認められるときに限り、3 辺の最大の和が、250 センチメート

ル以内のもので、その重量が 30 キログラム以内のものを無料で車内に 2 個まで持ち込

むことができる。ただし、長さ 2 メートルを超える物品(専用の袋又はケースに収納した

運動用具、娯楽用具又は楽器類であって、立てて車内に携帯できるか、網棚に載せられ

るものを除く)は車内に持ち込むことが出来ない。 

2 旅客は、前項に規定する制限内であっても、自転車等(特定小型原動機付自転車及び車

輪の付いた遊具で軽車両に該当しないものを含む。以下同じ。)及び運動用具について

は、次の各号に該当する場合に限り、無料で車内に持ち込むことができる。 

(1) 完全に梱包されており、梱包の外に飛び出した部分がないこと。 

(2) 特定小型原動機付自転車又は軽車両に該当するものにあっては、解体または折り畳

みの上で梱包すること。 

3 前各項の規定にかかわらず、自転車等にあっては、当社が指定する区間、運行時間お

よび車両に限り、走行可能な状態での持ち込みを認めることがある。 

4 前各項の規定にかかわらず、原動機付自転車、三輪自転車、全長 190cm または全幅

60ｃｍを超える自転車及びブレーキのない自転車については、これを車内に持ち込むこ

とが出来ない。 

5 旅客は、列車等の状況により、運輸上支障を生じる恐れが無いと認められる場合に限

り、次の各号の一に該当する犬を無料で車内に随伴させることができる。 

(中 略) 

(前 略) 

(無料手回り品) 

第 130 条 旅客は、第 131 条に規定する以外の携帯できる物品であって、列車等の状況

により、運輸上の支障を生ずるおそれが無いと認められるときに限り、3 辺の最大の和

が、250 センチメートル以内のもので、その重量が 30 キログラム以内のものを無料で

車内に 2 個まで持ち込むことができる。ただし、長さ 2 メートルを超える物品は車内に

持ち込むことが出来ない。 

 

2 旅客は、前項に規定する制限内であっても、自転車及びサーフボードについては、次

の各号の 1 に該当する場合に限り、無料で車内に持ち込むことができる。 

 

(1) 自転車にあっては、当社が指定する運行時間および車両に限る。ただし、解体して

専用の袋に収納したもの又は折りたたみ式自転車であって、折りたたんで専用の袋に収

納したものについてはこの限りではない。 

(2) サーフボードにあっては、専用の袋に収納したもの 

 

 

 

 

３ 旅客は、列車等の状況により、運輸上支障を生じる恐れが無いと認められる場合に

限り、次の各号の一に該当する犬を無料で車内に随伴させることができる。 

(中 略) 



 

改 定 現 行 

(中 略) 

 

 

 

 

(有料手回り品及び普通手回り品料金) 

第 131 条 旅客は、小犬・猫・はと又はこれらに類する小動物(猛獣及びヘビの類を除

く。)であって、次の各号に該当するものは、運輸上の支障を生ずるおそれが無いと認め

られるときに限り、持込区間・持込日その他持込に関する必要事項を申し出たうえで、

当社の承諾を受け、普通手回り品料金を支払って、これを車内に持ち込むことができ

る。 

(1) 3 辺の最大の和が 120 センチメートル以内の形状が固定された容器に全身を収納

し、出入口を確実に閉鎖したもので、かつ、他の旅客に危害を及ばし、又は迷惑をかけ

るおそれがないと認められるもの。 

(2) 容器に収納した重量が 10 キログラム以内のもの。 

2 普通手回り品料金は、 

(以下略) 

(中 略) 

(有料手回り品及び普通手回り品料金) 

第 131 条 特殊法人日本自転車振興会の発行した選手登録証票を所持する者が解体して

専用の袋に収納し携帯する競輪用自転車にあっては、前条第 1 項に規定する制限内であ

る場合に限り、持込区間・持込日その他持込に関する必要事項を申し出たうえで、当社

の承諾を受け、普通手回り品料金を支払って、これを車内に持ち込むことができる。 

2 旅客は、小犬・猫・はと又はこれらに類する小動物(猛獣及びヘビの類を除く。)であ

って、次の各号に該当するものは、前項の規定に準じて当社の承諾を受け、普通手回り

品料金を支払って車内に持ち込むことができる。 

 

 

(1) 長さ 70 センチメートル以内、最小の立方形の長さ、幅及び高さの和が 90 センチメ

ートル程度の容器に収納したもので、かつ、他の旅客に危害を及ばし、又は迷惑をかけ

るおそれがないと認められるもの。 

(2) 容器に収納した重量が 10 キログラム以内のもの。 

3 普通手回り品料金は、 

(以下略) 

 

附則（2026 年 7 月 29 日公告） 

1. この公告は 2026 年 8 月 1 日より実施する 


